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インターバンクの声 （2016 年 8 月 12 日） 
 

昨日、国民の祝日として新たに制定された「山の日」のため東京市場は休場となり、

アジア時間の円相場は 101円台前半から中盤での推移が続いた。その後、ニューヨ

ーク市場中盤になると、ドルが円やユーロに対して堅調になり始めた。前日に値下

がりしていた原油価格や NYダウやナスダックが堅調となり、さらには低下していた米

国債券利回りも上昇に転じたためで、円相場は 101 円台前半から 102 円台近辺ま

で円売り・ドル買いが進んだ。先月２９日の第２・四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

の結果が大幅に市場の予想を下回って以降、７月の雇用統計、４－６月期の労働

生産性といった指標が堅調な結果と悪化する結果が交互に発表され、米連邦準備

理事会（ＦＲＢ）の年内利上げ観測も再浮上と希薄化する見方が交錯した。しかし、

サンフランシスコ地区連銀のウィリアムズ総裁が、労働市場の改善やインフレ率が上

向く可能性を踏まえ、年内の利上げを実施する必要があるとした米有力紙のインタ

ビューでの発言が伝わり、昨日は再び利上げ観測が強まった。８月２６日のジャクソ

ンホールでの経済フォーラムまでは 101円から 103円のレンジを想定しておけば良さ

そうだが、市場が怖がっているのは依然円高のようだ。 
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